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田熊意 
平
成
十
九
年
四
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
三
日

に
わ
た
り
、
川
上
先
生
を
団
長
と
し
、
会
友
の
松

さ
ん
を
含
む
十
名
が
熊
本
県
熊
本
市
、
鹿
児
島
県

児
島
市
へ
国
内
研
修
会
を
実
施
し
た
。 

一
日
目
は
参
加
者
全
員
で
熊
本
県
新
幹
線
都
市
整

総
室
・
交
通
対
策
総
室
に
お
い
て 

路
面
電
車
の
Ｌ
Ｒ
Ｖ
化
・
延
伸
と
ま
ち
づ
く
り
。

熊
本
駅
前
広
場
の
交
通
結
節
機
能
と
整
備
計
画
。

新
八
代
駅
の
新
幹
線
と
在
来
線
と
のhom

e to 
e

（
降
り
た
ホ
ー
ム
と
同
じ
反
対
側
で
の
乗
り
換

）
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。 

そ
の
後
、
川
上
団
長
、
野
嶋
さ
ん
、
脇
本
さ
ん
ら

熊
本
市
の
職
員
か
ら
熊
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
状

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。 

他
の
参
加
者
は
各
自
テ
ー
マ
を
持
っ
て
熊
本
の
都

調
査
を
行
っ
た
。
夕
方
か
ら
は
下
通
界
隈
に
お
い

懇
親
会
を
行
い
、
会
友
で
あ
る
金
澤
副
知
事
、
冨

土
木
部
次
長
、
新
幹
線
都
市
整
備
総
室
の
方
々
と

本
県
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
題
な
ど
で
情
報
交
換
や

見
交
換
を
し
て
、
交
流
を
深
め
た
。  

二都線た島緑車超

 

熊本県との会談の様子 

研研研
修修修
会会会
報報報
告告告  
実出造ながれ活会の大意

日
目
は
午
前
中
が
各
自
熊
本
市
内
に
お
い
て

市
調
査
を
実
施
し
た
。 

昼
頃
に
は
、
リ
レ
ー
つ
ば
め
号
と
九
州
新
幹

を
乗
り
継
い
で
鹿
児
島
へ
と
移
動
を
行
っ

。 そ
の
後
、
土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鹿
児

市
交
通
局
か
ら
路
面
電
車
の
現
状
や
軌
道
敷

化
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。
ま
た
路
面
電
車

両
基
地
に
て
新
規
に
導
入
さ
れ
る
連
接
式
の

低
床
Ｌ
Ｒ
Ｖ
路
面
電
車
の
見
学
と
試
乗
会
を

施
し
て
戴
い
た
。 

三
日
目
は
自
由
調
査
。
大
部
分
の
参
加
者
は

発
の
時
間
ま
で
知
覧
武
家
屋
敷
の
伝
統
的
建

物
群
保
存
地
区
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
場

ど
を
見
学
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方

、
精
力
的
に
鹿
児
島
の
都
市
調
査
を
実
施
さ

た
。 

今
回
の
研
修
で
は
、
日
頃
な
か
な
か
Ｒ
Ｅ
Ｆ

動
に
参
加
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
会
友
や
、

友
で
あ
ら
れ
る
金
澤
副
知
事
は
じ
め
熊
本
県

職
員
の
方
々
や
熊
本
市
の
職
員
の
方
々
と
も

い
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
大
変
有

義
な
研
修
と
な
っ
た
。 
連結式の超低床車への試乗
【
国
内
研
修
参
加
者
一
覧
】 

 

1 1 川上 洋司 川上 洋司 ※団長 ※団長 

2 野嶋 慎二   
3 松本 隆二 ※会友 

4 二宮 年久   
5 中村 毅   
6 脇本 幹雄   
7 稲葉 隆夫   
8 三田村 佳紀 ※幹事 

9 伊戸 康清   
10 竹山 清隆   
※敬称略、以上 10 名 
熊本県庁前にて 



  
  

 

【
談
話
会
に
つ
い
て
】 

第
六
十
九
回
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
が
五
月
二
十
一
日(

水)

に
福
井

県
職
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

今
回
は
昨
年
Ｉ
Ｒ
Ｅ
で
行
わ
れ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ス
ト
ラ

ス
ブ
ー
ル
で
の
都
市
、
交
通
、
景
観
と
い
っ
た
三
つ
の
視
点
に

よ
る
調
査
の
報
告
を
行
っ
た
。 

 

発
表
者
と
し
て
都
市
計
画
で
は
加
藤
哲
男
氏
、
交
通
計
画
と

し
て
二
宮
年
久
氏
、
最
後
に
都
市
景
観
と
し
て
三
寺
潤
氏
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
な
さ
れ
た
。 

内
容
に
つ
い
て
だ
が
、
都
市
計
画
と
し
て
は
ビ
デ
オ
に
よ

り
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｙ
や
Ｔ
ｒ
ａ
ｍ
な
ど
の
紹
介
が
さ
れ
た
。 

次
に
、
交
通
計
画
に
つ
い
て
だ
が
、
ト
ラ
ム
の
地
下
乗
り
入

れ
、
プ
レ
メ
ト
ロ
に
つ
い
て
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
さ
れ
た
。

最
後
に
都
市
景
観
に
つ
い
て
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
交
通

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
が
さ
れ
た
。 

発
表
終
了
後
に
お
い
て
は
、
様
々
な
方
か
ら
質
問
・
意
見
が

飛
び
出
し
非
常
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

最
後
に
今
回
の
談
話
会
に
お
き
ま
し
て
、
非
常
に
多
数
の
方

の
参
加
を
頂
き
、
深
く
御
礼
を
感
じ
る
と
共
に
、
こ
の
場
で
謝

礼
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
第
二
十
八
回
総
会
開
催
の
ご
案
内
】 

  
す
で
に
ご
案
内
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
二
十
七

期
分
科
会
報
告
会
及
び
第
二
十
八
回
総
会
開
催
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
こ
こ
に
再
び
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

日
時
・
・
・
七
月
十
四
日
（
土
）
十
四
時
よ
り 

  
 
 

場
所
・
・
・
福
井
県
職
員
会
館 

 

各
分
科
会
一
年
間
の
活
動
報
告
と
共
に
、
今
後
の
役

員
・
予
算
案
議
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
総
会
終
了
後
は
会
員
・
会
友
皆
様
と
の
懇
談

会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

【
第
三
十
回
談
話
会
開
催
の
ご
案
内
】 

 

第
三
十
回
談
話
会
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
こ
こ
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

日
時
・
・
・
七
月
四
日
（
水
）
十
九
時
よ
り 

  
 
 

場
所
・
・
・
福
井
県
職
員
会
館 

 

今
回
の
談
話
会
の
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
福
井
大

学
の
川
本
義
海
準
教
授
を
お
招
き
し
、
「
英
国
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
〜
都
市
再
生
が
進
む
中
心
エ
リ
ア
、
の
ど
か
な

郊
外
エ
リ
ア
〜
」
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
す
。 

 

昨
年
、
三
ヶ
月
間
に
渡
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
滞
在
に
よ

っ
て
直
接
、
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
お

話
を
頂
き
ま
す
。 

 

皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
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【
第
二
十
七
期 

幹
事
会
開
催
】 

  

第
二
十
七
期
第
六
回
幹
事
会
が
七
月
二
日
（
月
）
に
（
財
）

地
域
環
境
研
究
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

今
回
は
各
幹
事
長
が
集
ま
り
、
主
に
総
会
に
つ
い
て
の

内
容
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。 

特
に
、
今
ま
で
分
科
会
報
告
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

が
、
そ
の
中
に
談
話
会
、
研
修
会
の
報
告
も
含
み
、
活
動

報
告
会
と
い
う
名
目
を
含
も
う
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
な

ど
、
総
会
に
向
け
て
の
各
項
目
に
つ
い
て
決
定
し
た
。 

 

ま
た
、
分
科
会
活
性
化
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
な
ど

Ｒ
Ｅ
Ｆ
と
し
て
の
活
動
を
今
ま
で
以
上
に
よ
り
活
発
に
す

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
話
さ
れ
る
な
ど
、
非
常
に
中
身

の
濃
い
幹
事
会
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
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第 70回 REF談話会の様子 


